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わる人ならば,「安全なものを,安全な

職場で,安全に造る」ことを頭に浮か

べるかもしれない。もっと広く,「災害と

犯罪のない安全な社会で,だまされた

りしないで,安心して生活できる」こと

をイメージする人も多いに違いない。

そのほか,医療関係者にとっての安

全や経営者にとっての安全など,安全

に対するイメージは実に多様だ。これ

まで社会の安全は,各分野の関係者の

懸命な努力によって確保されてきた。

そのため,これらを普通的にとらえ,統
一された手法で体系化して学問とし

て扱うことはかなり難しい。ボトムアッ

プが基本なので,各分野の専門性や

個別事情に強く依存しているためだ。

しかし,事故などの悲劇を経験する

中で,それを教訓として築き上げてき

たある分野の安全技術,その考え方や

仕組みといった
“
安全知

"が
,その分野

だけにしか生かされないのは誠にもっ

たいない。必ずほかの分野でも生かせ

るはずだ。
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そのためには,安全知を体系的な学

問,つまり安全学として再構築する必

要がある。体系化のためには,各分野

に分散している安全知をまず1カ所に

集め,分類しなければならない。安全

の確保は技術によって実現するのが

基本だが,実際は人間の能力や注意

力に依存する場合も多いので,分野に
十

よらず管理体制などに一定の基準を

設けて標準化し,制度化する必要があ

る。この際に,安全知の分類と体系化

は特に大きく貢献する。

実際,幾つもの事故を分析してみる

と,安全知は技術的 (自然科学),人間

的 (人文科学),組織的 (社会科学)な

側面を持っていることが分かってきた。

この三つの体系の重なった領域に,ま

さに総合的な学問としての安全学が

浮かび上がってくるのだ。

ただし,これらの三つの体系を統一

的にまとめるには,さらにその上に「そ

もそも安全とは何か」といった安全の

概念や哲学などの理念が不可欠に

なってくる。安全学は,そうした理念の

下に,技術的,人間的,組織的な側面が

体系化され,その下に非常に多くの個

別の安全分野が存在する,という構造

を抱えている。私は,この安全学の構

造を安全員奈羅と呼んでいる。

安全を現場でつくり込むことは,も

ちろん大切だが,安全員奈羅として体

系化された安全学を確立できれば,そ

の中で自分たちの安全への取り組み

を明確に位置付けられる。そして,自

分たちの活動を通して安全学の深化

に貢献することもできる。今こそ安全

学の確立に向けて,企業や組織を超え

た連携を強化すべきではないか。
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